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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月26日(2016.5.26)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　緩衝剤、充填剤及び安定化剤を含む、安定な凍結乾燥された治療用ペプチボディ組成物
であって、
　前記緩衝剤は、１０ｍＭヒスチジンであり；
ｐＨは５．０であり；
　前記充填剤は４％ｗ／ｖマンニトールであり；
　前記安定化剤は２％ｗ／ｖスクロースであり；及び
　前記治療用ペプチボディは下記式：
　　　［Ｆ１－（Ｌ１）ｅ－Ｐ１－（Ｌ２）ｆ－Ｐ２］
（式中、
　Ｆ１はＦｃドメインであり、ここで、Ｆｃドメインは－Ｌ１－Ｐ１－Ｌ２－Ｐ２のＮ末
端に結合しており；
　Ｐ１及びＰ２は、下記表：
【表１】
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からそれぞれ独立に選択され；
　Ｌ１及びＬ２はそれぞれ独立にリンカーであり；並びに
　ｅ及びｆはそれぞれ独立に０又は１である。）
の構造を含む二量体である、前記組成物。
【請求項２】
　Ｐ１及びＰ２が同じアミノ酸配列を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記Ｆｃドメインが配列番号１に記載されている、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記治療用ペプチボディの濃度が０．２５ｍｇ／ｍＬと２５０ｍｇ／ｍＬの間にある、
請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記治療用ペプチボディの濃度が０．５ｍｇ／ｍＬである、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の安定な凍結乾燥された治療用ペプチボディ組成物を有する第一の容器
、及び前記凍結乾燥組成物のために生理学的に許容される溶媒を有する第二の容器を含む
、水性医薬組成物を調製するためのキット。
【請求項７】
　前記Ｆｃドメインが配列番号１に記載され、前記ペプチボディが配列番号１０１７の配
列を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　メチオニンが前記ペプチボディのＮ末端にあり、配列番号１が前記メチオニンのＣ末端
にあり、配列番号１０１７の配列が前記ペプチボディのＣ末端にある、請求項７に記載の
組成物。
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